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HOS消化管1

11/3（金） 14:00–17:00

神戸国際会議場 5F

「504+505」

4ユニット 初級～中級者

HOS消化管2

11/4（土） 9:00–12:00

神戸国際会議場 5F

「504+505」

4ユニット 初級～中級者

HOS胆膵1
超音波内視鏡：描出からFNA

まで

ひと部屋に4卓あり、2卓ずつ描出とEUS-FNAとで分けて行う。

ハンズオンの前半・後半で、描出卓⇔EUS-FNA卓のグループを交代して、参加者全員が両方のハンズオンを受ける。

11/3（金） 9:00–12:00

神戸国際会議場 5F

「502」

①EUS描出モデル

②EUS-FNA

コース内で、A班（前半①→後半②）とB班（前半②→後半①）に分けて両方のセミナーを受ける。

4ユニット

抽出とEUS-FNAで2ユニッ

トずつ分けて使用

初級者

EUSシステムを有している施

設の医師限定

HOS胆膵2
ERCP：ESTからステント留

置・結石治療まで

胆管挿管・EST・ステント留置/胆管結石治療ひと部屋に2卓あり、1卓ずつEST・ステント留置と胆管結石治療とで分けて

行う。

ハンズオンの前半・後半で、ステント留置卓⇔結石治療卓のグループを交代して、参加者全員が両方のハンズオンを受け

る。

11/3（金） 14:00–17:00

神戸国際会議場 5F

「502」

①EST+胆管ステント留置

②胆管結石治療

コース内で、A班（前半①→後半②）とB班（前半②→後半①）に分けて両方のセミナーを受ける。

2ユニット

胆管ステント留置と胆管結

石治療で1ユニットずつ分

けて使用

初級者

HOS肝臓1
教えます！超音波診断の基礎

とコツ

11/2（木） 9:00–12:00

神戸国際会議場 5F

「501」

【超音波検査の個別指導】

9:00-12:00

小川眞広（GE機）、小泉・蘆田（富士フイルム機）、：今村・西尾（Canon機）、小川力・依田（Philips

機）、廣岡 (フィブロスキャン)、青木(エラストグラフィ)

【実演ライブ】

9:10-9:30

 見落とさない腹部超音波のコツ （小川眞広）

9:50-10:10

 胆嚢・膵臓観察の基本 （蘆田玲子）

10:30-10:50

 消化管エコーの実際 （今村祐志）

11:10-11:30

 フュージョン・イメージの使い方 （小川力）

4ユニット

+ ミニステージ

初級者～中級者

HOS肝臓2
やってみよう！エコーガイド

穿刺

11/2（木） 14:00–17:00

神戸国際会議場 5F

「501」

【穿刺手技の個別指導】

14:00-16:00

 土谷、小川、廣岡、小泉、寺谷、西尾、依田、大川

【ミニ・レクチャー】

14:10-14:20

 RFAとMWAの焼灼原理とデバイスの特徴 （南 康範）

【実演ライブ】

15:30-15:50

 伝えたい！私のAblation手技（寺谷卓馬）

【ミニ討論会】

16:00-17:00

 「アブレーション治療をアートする」

 司会：南康範、廣岡昌史、疋田勇人

 コメンテーター：寺谷、大川、依田、土谷、小川、西尾

4ユニット

+ ミニステージ

初級者～中級者

HOS外科1 ベーシックコース

初級者（外科を志す研修医、一部専攻医）向けのプログラム

①手術器具の扱い方

エネルギーデバイスや自動縫合器の基礎と安全使用法のトレーニング

②腹腔鏡下胆嚢摘出術

11/4（土） 9:00–12:00

神戸国際会議場 5F

「501」
①手術器具の扱い方

②腹腔鏡下胆嚢摘出術

A班（前半①→後半②）とB班（前半②→後半①）に分けて両方のセミナーを受ける。

4ユニット

手術器具の扱い方と腹腔鏡

下胆嚢摘出術とユニット分

けて使用

初級者

HOS外科2 アドバンスコース

結腸体腔内吻合

60分（講義15分、実技45分）

ドライボックスと腸管モデルを用いた体腔内吻合の講習

 

腹腔鏡下側方リンパ節郭清術

105分（講義15分、実技90分）

骨盤モデルを用いた腹腔鏡下側方リンパ節郭清術の講習

11/4（土） 14:00–17:00

神戸国際会議場 5F

「501」 14:00-15:00

 結腸体腔内吻合

15:00-16:45

 腹腔鏡下側方リンパ節郭清術

4ユニット 中級者

ユニット 募集対象
プログラム

No.

コース名

(日)
各概要(日) 希望開催日程

肝①インストラクターによる個別エコー実技指導と実演ライブ（5件）

肝②インストラクターによる穿刺体験指導、実演ライブ（2件）、ミニ討論会

使用物品

超音波診断装置：4台（GE（E10）、富士フイルム（ARIETTA 850）、Canon（i800）、Philips（EQIP））

穿刺治療機：4台（センチュリーメディカル(VIVA)、ライフライン（arfa）、コヴィディエン（Emprint）、シーマン

（Mimapro）

 ※穿刺ファントムはメーカーより持参

フィブロスキャン：1台（インテグラル）

治療用ベッド：3台（タカラベルモント）（ステージ用1台+エコー指導用2台）

ベッド：2台（エコー指導用）（JCS手配のコース備品）

スクリーンとプロジェクター：3セット（ステージ用）

マイク：ピン1個、ワイヤレス3個程

ハンディーとビデオカメラ：1セット（スクリーン投影用）

カメラ係：1名（会場のAV担当）

脚付きホワイトボード：6台

マグネット：複数個

マーカーとクリーナー：6セット

⾧机：数台

椅子：50脚程度

各超音波診断装置に医師・被験者・メーカー担当者が1組となり、部屋内に配置。

実演ライブで使用するエコー機は個別指導用として提供のものを流用する。

もっと短く大腸挿入！
トレーナーは参加者に軸保持短縮法による大腸内視鏡挿入法を指導し、参加者が大腸モデルを用いて５分以内の盲腸への

挿入を会得することを目的とする。

大腸モデルを用いた大腸内視鏡指導

・軸保持短縮法による大腸内視鏡挿入法

・5分以内の盲腸への挿入

プログラム内容(日)


